
 日程◎ ４月22日（土）午後2時～ 3時半
 

テーマ「最後までその人らしく生き切るために」

 講師◎     武 田  純 子
（認知症グループホーム福寿荘総合施設長、看護師）



           定員◎ 500人（会員・非会員を問わず無料）
           形式◎ オンライン（ZOOM）
           主催◎ 日本尊厳死協会 北海道支部
           申し込み◎ 北海道支部ホームページに前日まで

     講演要旨
     私は2000年の介護保険開始とともに、認知症高齢者のグループホームを
     開きました。
     認知症の高齢者と暮らしていると、その人らしく最後まで生き切って欲しいと
     思うようになりました。
     そこで、スウェーデンで学んだ認知症緩和ケアの知識をもとに、家族・本人・
     医師と話し合い、グループホームで看取りを始めました。
     20年たった今も昨日のことのように思い出すおじいさんがいます。
     その人は、孫が家族の代表責任者になっていました。
     孫は、家族の気持ちに配慮するあまり、おじいさんに何度も入院を勧めました。
     しかし、本人は入院を拒否します。
     そこで孫が「 僕が“最後までここでよろしくお願いします”と言うといいんだね？」
     と聞くと、本人はOKサインを出して頷きました。
     その２日後、本人は眠るように亡くなりました。
     私たちは、本人の願いと衰えていく命に寄り添います。

問い合わせ：日本尊厳死協会北海道支部　hokkaido@songenshi-kyokai.or.jp

オンライン講演会


